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次　回
４月18日の
例　会

38富士山の火祭
　富士山が開山される夏山の時期、富士宮口・富士吉田口の両登山道の起点となる浅間神社では火
祭が盛大に行われています。
　先ず表口富士宮口の起点となる富士宮市の富士山本宮浅間大社では、八月初旬に御神火祭りが行
われます。浅間大社で古代さながらに火きり杵できられた御神火を頂き、御神火神輿に着火すると神輿は市中を練り廻
り、そのクライマックスは夜に入ってから富士山の湧水が流れる神田川に突入して上流を目指し練り歩くというもので
す。
　次に北口富士吉田口の起点となる富士吉田市の冨士浅間神社では、８月26日に日本三大奇祭の一つにも数えられる吉
田の火祭りが行われています。これはその昔、富士山が噴火した溶岩が一筋の火の流れとなって押し寄せ、この町の基
盤となっている台地を形成したことを由来としており、町の大通りに木を束ねた富士山形の大松明や、薪を井桁に組ん
だものが並べられ、夏山の賑わいへの感謝を込め、閉山日の夜一斉に点火されます。また、この火祭の日には浅間神社
から二基の神輿が出て市中を練り廻った後、神社の最奥部にある御鞍石という磐座に鎮座する荘厳な祭も行われますが、
この神輿の一基が富士山形をした赤い神輿であるのも大変興味深いところです。
　なお、御殿場口の起点となる御殿場市には昔、わらじ祭りという祭がありました。大人の背丈以上も
あるわらじを山開きに富士山頂上の奥宮に奉納し、山閉いの８月下旬に里におろして焼いていました。
この行事の始まりは、御殿場口の七合目から砂走りを一気に駆け下ってきた登山者が痛んだわらじを新
しいものにかえて捨てていったのが、だんだん山積みとなっていたので、その供養と登山者の安全を願
い行われたのだそうです。現在ではわらじを履くこともなくなり大わらじを作っていたようですが、近
年は行われていません。

★12 ： 30点鐘
★YMCA東山荘
★ロータリー雑誌月間に因んで
　雑誌文献委員会
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御殿場
ロータリー
クラブ

国際ロータリー2620地区

会長挨拶用
ＱＲコード
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●夫人誕生日／４月15日　山﨑恭夫君　ご夫人　紀代子様
　　　　　　　４月15日　田代博久君　ご夫人　二三代様
●結婚記念日／４月17日　橋本喜市君　晃美様　ご夫妻

第2273回　例会プログラム
●例　会　場／名鉄菜館
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／我等の生業
●内　　　容／PETS報告
　　　　　　　会長エレクト 勝又敏雄君
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３月21日欠席者
（５名）

58名 57名 52名 91.23％ 98.11％
会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に

用いた会員数
前々回の
確定出席率

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

4/4の出席報告 3/21のメーキャップ
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花　見
　古代に於いて樹木は神の宿る依代とされてきまし
た。中でもサクラの花は、農事を開始する頃満開を迎
えることから、サクラの「サ」は田の神を指し、サク
ラの「クラ」が神の座のことであることから、サ・ク
ラは田の神の依代であるといわれています。
　奈良時代には、美しい花の代表としてサクラを愛で
る習慣が生まれました。『万葉集』に詠まれた植物で
は、萩の歌140首、梅の歌118首には及びもしません
が、サクラを詠んだ歌が41首登場しています。
　当時、中国からの渡来種で大変珍しい品種の植物で
あった梅等の植物は文化人や貴族に好まれ、大変多く

の歌が残されています。この時代のサクラは言うまで
もなく山桜が主でしたが、梅と同様にサクラを庭など
に移植し、鑑賞する風潮も生まれました。
　平安時代になると勅撰和歌集の『古今和歌集』に
は、春の歌134首が載せられますが、その殆どがサク
ラの歌となり、梅の歌は僅かとなっています。この頃
には、現代のように「花は桜」といったイメージが定
着していることがうかがえ、仁明天皇（在位833年～
850年）の時代には御所紫宸殿の庭にあった左近の梅
が、サクラに代わっています。
　中世のサクラに関わる出来事はなんといっても、慶
長３年（1598年）に豊臣秀吉が京都の醍醐寺におい
て、豊臣秀頼、北政所、淀殿ら近親者を始め、諸大名
からその配下の者など約1300名を従えて盛大に催した
花見の宴で、これが現在の花見の起源なのかも知れま
せん。
　そして、江戸時代になるとサクラの花見は、武士な
どの支配階級だけであったものが庶民の中にも広が
り、上野や浅草、京都においては嵐山、仁和寺、平野
神社等多くの名所が誕生し、現在もサクラの名所とし
て春になると大変多くの人で賑わいます。
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